
✐ 　幼児から大人まで学べる塾　! 無料体験いつでもOK！　 "　自分で学ぶ力をつける #　

新・スペースわん通信
$　　　第66号（通算186号）　2023年10月23日発行　　$

con!nts 

✍ 自分で判断・選択するには？
　   ✐ 入会前は、「算数キライ」　
　　　✐ 泣いたり、イヤになったり
　　 ✐ 自分で判断し、選択する力
　
　　 

%　　掲示板  

$　　教室のご案内

☕　喫茶＆ギャラリー　たんぽぽ　　　  http://r.gnavi.co.jp/c660000/
　　　富田林市高辺台2-30-20　☎0721-28-1593　営業時間:8時～18時　定休日:月曜。　　　　
♪ カーブス河内長野三日市　　http://www.curves.co.jp
　　  南海高野線「三日市」駅より西へ徒歩5分。☎0721-65-6200(受付10時～19時)
✿　あんみつcafe小豆（こまめ）  ギャラリー＆フリースペースTSUMUGI
　　　河内長野市原町 6-2-13  ☎& FAX 0721-53-8180 　cafeは12時～18時。定休日：日・月・火。　　 
　　  https://www.facebook.com/komame.tsumugi/
☕  カフェダイニング　キッチンブルドック     https://www.facebook.com/d.kitchen.bulldog/
　　　富田林市甲田3-13-4　2F　☎0721-21-5066　営業時間:11時～14時 18時～22時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
✻　にぎわいプラ座　河内長野商店街内
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「新・スペースわん通信」を置いていただいているお店など

　　　発行：スペースわん　永田仁美　 586-0012　大阪府河内長野市菊水町 3-7 
　　　　　　 TEL　 0721-54-3301　 E-mail　 space-1@sirius.ocn.ne.jp
　　　定価 :1部 100円　購読料 2000円（送料込み・ 12号分）　手渡し 1000円
　　　　　　郵便振替　 00990-6-120078　スペースわん
　　　　✻ 購読のお申し込みは永田まで。郵便振替の用紙をお送りいたします。

✌　～安心して間違えられる、それが力をつけるコツ！～　✌　

現在、休業・休館中のところ
もありますので、各ホーム
ページ等でご確認ください。

バックナンバーの一部を、
ホームページやブログから
読むことができます。

　HP：http://space-1.jimdo.com
　　   ブログ：
　    「楽に学ぼう！ 子どももおとなも！」  
      http://blog.canpan.info/kikurinferin/

　　 Facebook（スペースわん
　　　　or永田仁美）も見てね！



自分で判断・選択するには？

入会前は、「算数キライ」

　今年の4月に発行した通信第  63  号  に、高
校受験を乗り越えた生徒さんたちのことを
書きました。高校生ともなると、部活が忙
しくて帰宅が遅くなる子もいますが、それ
ぞれの形でプリントを続けています。
　Aさんは、塾に来るのが遅くなった日は、
家でやるプリントを持ち帰るだけにしたり、
日を変更したりして、通塾を続けています。
　帰宅がかなり遅くなってしまうBさんは、
通塾している妹さんに、やったプリントと、
欲しいプリントの番号と枚数を書いたメモ
を託して、「半通信生」のような形で続け
ています。
　Cさんは、2週間に1回のペースで通塾し、
家で毎日プリントをやり続けています。
　高校に慣れるためにしばらくお休みして
いたDさんからは、先日、再開したいとの
電話をもらい、まずは話しに来てくれまし
た。まだ高1ですが、卒業後の進路を見据
えての話でした。
　通信第  63  号  に書いた、転塾先に入会を
断られ、自分で勉強して受験を乗り越えた
Eさんは、今はスペースわんには来ていま
せんが、あの体験が支えになるのではない
かと思っています。
　彼らの入会時の学年は、1人が小3で、
他4人は小5でした。この5人が、昨年高校
受験を乗り越えたのです。
　どの生徒さんにも、入会前、初めてお会
いした時には、「答えたくないことは答え
なくていい」と先に告げてから、好きな教
科やキライな教科を聞いたり、いくつか質
問をします。その時の私のメモを見返して

みると、この5人のうち4人が「算数キラ
イ」と書いていました(‾▽‾;)　もう1人
は、「足し算・引き算・割り算は好きだけ
ど、かけ算がキライ」と答えていました。
　算数がキライと答えた子に、何年生ぐら
いからキライになったか聞くと、小学校低
学年からキライになった子が多く、はっき
りと「2年から」とか「3けたの引き算か
ら」と答えた子もいます。
　今、改めて数学が好きかどうかを聞いて
はいませんが、難しい高校数学のプリント
に取り組んでいたり、戻って復習したりし
ながらプリントを毎日着実にやっていたり、
高校の数学をそれほど難しいと感じていな
かったり、というふうに、「好きキライ」
をも乗り越えている感じがします。

泣いたり、イヤになったり
　
　「らくだメソッド」は、「楽なところか
ら始め、毎日プリントをやる」「丸つけと
間違い直しを自分でやって記録表に記入す
る」が基本なのですが、彼らがそれを最初
からできたわけでも、ずっとやり続けられ
たわけでも、スッとクリアして進んだわけ
でもありません。
　ミスがいっぱい出て大泣きしたり、1枚
全部をやるのがしんどくて分けてやったり、
先に進んでしんどくて戻ったり、できない
日が続いてやるのがイヤになったり、そん
な体験を積み重ねてきたのです。
　毎日できない子には、「どうしたら毎日
やれるか」を本人に聞き、わからなければ
私から具体的な提案をして、いろいろと試
行錯誤してもらいます。
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　丸つけや間違い直しができない子は、忘
れるのか、やりたくないのか、やるのがし
んどいのか、ミスする自分を見たくないの
か、単純にミスを見落としてしまうのか、
そのあたりを見極めて、どうアドバイスや
お手伝いをしたらいいか考えます。その
時々によっても違いますから、「今、この
子はどうなのか」を常に確認しながらです。
　「ミスいっぱいや時間オーバーを、『よ
かったね！』と伝える」「できなくても責
めない」「できるようになるためのお手伝
いはいくらでもする」「比較や評価をしな
い」「本人の意志を確認しつつ進める」と
いったことを意識して、否定したり追い詰
めたり焦らせたりしないようにしました。
　ミスがたくさん出たり時間がかかったり
したプリントや、プリントができなくて
真っ白いままのプリントや記録表を隠さず
そのまま見せることができたり、感情を隠
さず大泣きしたりすると、私は安心します。
　まずは「できない自分」を安心して出せ
ることが大事で、それが第一歩だと思って
いるからです。
　
自分で判断し、選択する力

　前述の高校生は、高校の授業との兼ね合
いで、自分にとって今必要なプリントを選
んだり、わからない問題について質問した
りしてきます。また、忙しい中、どう「ス
ペースわん」を使うかも、自分で考え自分
で決めています。もちろん人に相談して決
めるのもOK！ 人に言われるがまま受け身
なのではなく、主体的だ、ということです。
　来年高校受験を迎える生徒さんたちも、
「自分はこれが苦手だから、この単元のプ
リントをやる」とか、「この問題集を貸し
てほしい（教室に置いてある本や問題集な
どは貸し出しできます）」とか、「今やっ

ている所はしんどいから、ここに戻りた
い」というふうに、自分にとって今必要な
ことを自分で判断して選んでやっています。
　今の自分にとって何が必要か、どうする
ことが自分にプラスになるかを自分で判断
し、やるべきことを自分で選択することが
できる力こそ、「自分で学ぶ力」だと思い
ます。その力をつけるには、自分が今何が
できて何ができないのかを把握し、できな
いことをできるようにするために試行錯誤
し、自分で判断したり選択する練習が必要
です。「らくだ」のプリントは、その練習
をしているのです。
　ただ、「らくだ」は、自分で好きなよう
に判断したり選んだりするわけではありま
せん。ミスの数と目安時間という判断基準
があり、プリントをやる順番も決まってい
ます。基準があるから、できる・できない
がわかるのです。矛盾するように思われる
かもしれませんが、自分で判断し選択でき
るようになったのは、このやり方を守って
（できなくてもやろうとして）きたからで
す。みんな、小1の簡単なところから、ミ
スの数と目安時間によるクリアの条件を満
たしたら次に進み、クリアしなかったら戻
るか繰り返してきました。もちろんケース
バイケースで、少々時間オーバーしても先
に進むことはありますが、「しんどくなっ
たら戻ろうね」と約束して進んでいます。
　つまり、プリントを1枚やるたびに、ク
リアの基準に従って、進むか戻るか繰り返
すかを判断していることになります。持っ
て帰るプリントも、どれを何枚？と私が毎
回聞きますから、それを自分で決めなけれ
ばなりません。そうやって「判断と選択」
の練習を積み重ねたからこそ、今、様々な
ことを自分で判断し選択できるのでしょう。
　まずは、「らくだ」の基礎・基本のやり
方を守ることが、力をつける秘訣ですね。
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▶ライフロード～「介護」や「老い」について語り合う会~　　毎月第2水曜10:30～12:30。
　　場所や参加費など変更がありますので、参加ご希望の方は永田までお問い合わせください。
▶子どもについての悩みを語り合う会 in河内長野～不登校・いじめ・行きしぶり・ひきこもり～　
　　毎月第3土曜10:00～12:00。参加費300円。場所、変更していますので参加ご希望の方は永田まで。
▶しゃべり場きらっとぴあ　　　毎月第2金曜10:00～12:00。　
    大阪狭山市男女共同参画推進センター　きらっとぴあ（大阪狭山市狭山1丁目862-5　大阪狭山市役　  
　   所南館1階　 ☎＆FAX　072-247-7047）にて。参加費無料。参加ご希望の方は永田まで。
▶ごはんやday～チーム市町～　　毎月第4金曜夜　詳しくは、こちらをご覧ください。
　　　  https://www.facebook.com/gohanyaday/
　　　永田のブログ（http://blog.canpan.info/kikurinferin/）にも報告を載せています。
& �i� i� KOOK（アイ・アイ・クック） http://www.iikook.com�近鉄「富田林」駅北口より徒
　歩 1分。足のこと・歩くことを考えて下さる靴屋さん。　携帯　 080-3463-4118 池川さん。
' Studio Si(スタジオ スィー )「スペースわん」の元生徒さんが、サックスのレッスンスタジオを開設！　
　場所は i� i� KOOK�������「スペースわん」にポストカードあり。090-4274-2607 池川さん
✌�デモクラティックスクールASOVIVA!　　「スペースわん」にパンフレットあります！
　　 http://asovivaviva.org　　 https://www.facebook.com/asovivaviva/　
 ☕️ツバメroof   http://www.ne.jp/asahi/tsubameroof/osaka/　須恵器珈琲がいただけます！　
　　堺市中区陶器北 87-5　 TEL. 070-1737-3562（水・木・金・ときどき土（祝休）11:00-16:00）

掲示板　▶印は、永田が参加している会です


